
【背景】

非小細胞肺癌において、ドライバー遺伝子を標的とする

分子標的治療薬およびコンパニオン診断の開発が進むにつ

れ、検査検体の消費や検査費用の高額化が懸念されるため、

次世代シークエンサーを用いたマルチプレックス検査の重

要性が高まっており、本邦においても、施設制限なく検査

提出が可能なオンコマイン TMDx Target Testマルチ CDxシ
ステム（以下、オンコマイン DxTT）がコンパニオン診断
として広く用いられている。各施設において、遺伝子検査

のための検体採取や検体の取り扱いの工夫により、オンコ

マイン DxTTの解析成功率は改善傾向にある。当院におい
ての RNAの品質改善の取り組みとその検討を行ったので
報告する。

【目的】

当院での呼吸器領域生検検体におけるオンコマイン

DxTTの RNA解析判定不能に対する改善点と、RNA解析
成績の経時的変化について後方視的に検討した。

【対象】

当院で非小細胞肺癌の診断に至り、2021年 4月から
2022年 3月までにホルマリン固定パラフィン包埋病理組織
検体（以下、FFPE検体）においてオンコマイン DxTTへ提
出した呼吸器領域生検検体（経気管支生検、CTガイド下生
検、胸膜生検、セルブロック検体のうち他院で採取された

検体を除く）165検体について解析した。FFPE検体の取り
扱いについては、日本病理学会編集の『ゲノム研究用・診

療用病理組織検体取り扱い規定』に準じて実施し、必要に

応じてマクロダイセクションを行っている。

【結語】

希少遺伝子を含むドライバー遺伝子異常に対する分子標

的治療薬が次々に臨床応用されるようになり、今後ますま

すマルチプレックス検査の重要性が高まっていくなか、オ

ンコマイン DxTTの提出率および解析成功率の向上のため、
適宜自施設の現状を見直し、それぞれの改善すべき点を検

討し、取り組むことが重要である。
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